
後
援

会
役

員

会

開
催

後

援

会

活

動

に

対

し

ま

し

て

、

日

頃

か

ら

御

理

解

御

協

力

を

賜

り

、

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

皆

様

の

篤

い

思

い

の

お

か

げ

で

、

四

一

八

名

の

方

か

ら

後

援

会

会

費

を

頂

き

ま

し

た

。

今

年

度

も

今

ま

で

の

伝

統

を

受

け

継

ぎ

、

教

育

の

充

実

を

目

指

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

六

月

二

十

日

（

金

）

十

八

：

〇

〇

か

ら

、

後

援

会

役

員

会

を

行

い

ま

し

た

。

後

援

会

役

員

改

選

、

会

費

の

活

用

に

つ

い

て

話

し

合

い

ま

し

た

。

平

成

二

十

六

年

度

役

員

名

会

長

増

古

武

一

副

会

長

池

田

文

男

監

事

岩

瀬

潔

※

後

援

会

地

区

幹

事

は

、

各

自

治

会

長

と

な

り

ま

す

。

教

育

目

標

・
思

い
や

り

の

あ

る

子

・
進

ん

で

学

ぶ

子

・
明

る

く

元

気

な

子

学

校
長

挨
拶

後

援

会

の

皆

様

、

日

頃

か

ら

本

校

教

育

活

動

に

対

し

ま

し

て

、

御

理

解

御

協

力

を

賜

り

、

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。
皆

様

の

お

力

添

え

の

お

か

げ

で

、

児

童

の

健

全

な

教

育

や

施

設

設

備

の

充

実

等

、

適

切

な

学

校

運

営

が

推

進

で

き

て

お

り

ま

す

。

さ

て

、

五

月

十

三

日

（

金

）

に

、

県

民

の

日

と

創

立

記

念

日

に

ち

な

み

児

童

集

会

を

開

き

、

県

や

学

校

に

関

す

る

○×

ク

イ

ズ

を

行

い

ま

し

た

。

子

供

た

ち

は

正

解

不

正

解

に

一

喜

一

憂

し

て

い

ま

し

た

。

そ

の

中

で

難

し

か

っ

た

問

題

で

す

。

「

東

校

門

の

そ

ば

に

栴

檀

（

せ

ん

だ

ん

）

の

木

が

あ

り

ま

す

。

ま

た

、

校

歌

の

一

節

に

は

『

か

お

り

ゆ

か

し

き

栴

檀

の

双

葉

と

わ

れ

ら

生

い

起

た

ん

』

と

あ

り

ま

す

が

、

次

の

こ

と

わ

ざ

の

○

の

中

に

入

る

文

字

は

何

で

し

ょ

う

か

。
」

→

『

栴

檀

は

双

葉

よ

り

○

○

○

○

』

伝

統

の

あ

る

本

校

に

赴

任

し

て

、

校

歌

を

作

詞

し

た

と

き

の

思

い

や

、

校

歌

を

歌

い

継

い

で

い

く

と

き

の

気

持

ち

な

ど

に

も

、
『

栴

檀

』

の

持

つ

意

味

が

脈

々

と

流

れ

て

い

る

こ

と

を

感

じ

て

い

ま

す

。

微

力

で

は

あ

り

ま

す

が

、

本

校

職

員

一

丸

と

な

っ

て

、

最

善

を

尽

く

す

所

存

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

、
ど

う

ぞ

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

髙

島

俊

一

（

追

伸
）

先

ほ

ど
の

答

え

は

『
芳

し

（

か
ん

ば

し

）
』

で

す
。

平

成

二

十

六

年

度

学

校

概

要

児童数及び担任名

学年 男 女 計 担 任 名

１年 ７ ５ １２ 上條 愛里 教諭

２年 ４ ５ ９ 岡本 直美 教諭

３年 １１ ６ １７ 西元 史康 教諭

４年 ５ ２ ７ 飯島 直樹 教諭

５年 ６ ７ １３ 中島 智子 教諭

６年 １０ ５ １５ 星野 良子 教諭

総計 ４３ ３０ ７３

後
援
会
費
活
用
報
告

児
童
数
は
年
々
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
四
一
八
名
の
方
の

御
協
力
を
頂
き
、
施
設
設
備
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
は
早
速
、
ヘ
チ
マ
棚
設
置
・
国

旗
掲
揚
塔
ロ
ー
プ
交
換
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
児
童
が
充
実
し
た
教
育
環
境
の
中
で
安
心
・
安
全
に
活
動
で

き
る
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
後
援
会
費
を
有
効
に
活
用
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
・
心
肺
蘇
生
法
講
習
会

約
十
五
年
近
く
続
い
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
が
五
月

三
十
一
日
（
土
）
に
開
か
れ
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
児
童
チ
ー
ム
が
加

わ
り
、
自
治
会
Ｐ
Ｔ
Ａ
チ
ー
ム
、
教
職
員
チ
ー
ム
の
十
二
チ
ー
ム
が

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
対
戦
し
ま
し
た
。
優
勝
は
「
磯
部
・
塚
越
」
、
準
優

勝
は
「
三
王
山
・
箕
輪
」
、
努
力
賞
「
本
吉
田
①
」
で
し
た
。
盛
り
上

が
っ
た
熱
戦
に
汗
を
流
し
、
互
い
に
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

そ
の
後
、
心
肺
蘇
生
法
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

体
育
部
や
そ
の
他
の
保
護
者
も
含
め
て
十
四
名
、
教
職
員
十
二
名
の

参
加
で
、
消
防
署

員
の
講
話
と
実
技

練
習
を
行
い
ま
し

た
。
胸
骨
圧
迫
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方
法

を
実
践
的
に
学
び
、

救
命
救
急
の
基
本

と
重
要
性
を
確
認

で
き
ま
し
た
。

吉 田 東 小 学 校 ニ ュ ー ス

校

長
髙

島

俊

一

教

頭
白

石

恵

子

教

務

主

任

坂

寄

国

仁

養

護

助

教

諭

荒

川

真

理

子

主

事
松

嶋

淑

恵

生

活

支

援

員

田

﨑

久

美

子

岡

本

麻

紀

子

公

仕
小

林

利

子

児

童

相

談

員

石

井

貴

美

(

職
員
写
真
）

〒 ３ ２ ３ － ０ １ ０ ４

下 野 市 中 川 島 ７

吉 田 東 小 学 校 後 援 会

T E L 4 8 - 5 0 0 7

F A X 4 8 - 5 0 1 7

第 １ 号

平 成 ２ ６ 年 ７ 月 発 行

と

う

こ

う

後

援

会

だ

よ

り


